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市バス　熊野神社前　下車すぐ・京阪神宮丸太町駅
より徒歩 5 分・京都市美術館より徒歩 7 分
OPEN: 12:00~19:00 （最終日 18:00 まで）
　　　 月曜休廊

今後のスケジュール

＜1F ギャラリー＞
3/1 ～ 3/6　  山田実　展
3/8 ～ 3/13　京都造形芸術大学
     　　　　  オリジナル版画集ʼ 10  ―30×30 の窓―
3/15 ～ 3/20　谷口順子　展
3/22 ～ 3/27　奥田美惠子　展
3/29 ～ 4/3　  大西治・雅子　展
＜2F ギャラリー＞
3/1 ～ 3/6　　 田中裕子　展
3/8 ～ 3/20　  植田麻由　展
3/22 ～ 3/27　國松万琴　展
3/29 ～ 4/3　  横田順　展

　厳しい寒さが続いておりますが、皆様お変わりござい
ませんか。日頃は何かとお世話になり、ありがとうござ
います。早速ですが、2 月に開催します展覧会をご案内
申し上げます。
　1 階は 1 日から五つの芸術系大学による選抜ニューフェ
イス展。版表現を中心に三会場で開催され、恵風では、
掛樋有実、河原崎里佳子、西田桃子が発表します。15 日
からは 2 回目の個展、上野隆史展。更なる成長にエール
をお願いします。22 日からは地蔵稔初個展。試行錯誤を
繰り返し恵風では 6 年ぶりの展覧、ご期待下さい。
2 階では、1 日から、5 人の写真展＜FINE＞。学ぶ大学
は異なっても、写真を通して集まった 5 人、個性あふれ
る作品が楽しみです。8 日からは恵風企画、20 代の若い
作家たちによる贈り物展です。初々しい楽しい作品が空
間いっぱいに広がります。15 日からは岡本匡史の 2 回
目の個展、好評だった昨年に続き、内面からわき出す思
いをどのように表現してくれるでしょうか。最後 22 日
から、2 回目の中村晴信展、実直な作家の新境地をご覧
ください。
2 月は美術館で進級、卒業制作展が次々開催されますが、
恵風でも若いエネルギーが競います。何卒、ご来場いた
だきまして、ご支援、ご指導を賜りますようお願い申し
上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬 具
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   野村 恵子

ギャラリー恵風

ニュースレター
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アクセス
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  五芸術系大学選抜ニューフェイス展

　西日本の５美術大学在学生、あるいは若い卒業生によるｎｅｗ　ｆａｃｅ展。
　版画をはじめ、様々な表現活動を行う若手作家を集めたグループ展です。
　今年は恵風さんを含む３つのギャラリーのご協力のもと、開催されます。
　第二期、ネオシックな魅力の３名が揃いました！多くの方にご高覧いただけ
　ると幸いです。( 代表 )
　※フライヤー制作には児島正一郎さんのご協力を頂きました。

2 月 1 日（火）ー 2 月 13 日（日）　※2/7( 月 ) 休廊

●西田　桃子　　Nishida Momoko
　　　　 1987　兵庫県神戸市生まれ。
  　　　  京都精華大学芸術学部　在学
　　　　 2010　京展・第５６回全関西美術展　入選
 ●掛樋　有実　　Kakehi  Yumi
　　　　　  神奈川県横浜市出身
　　　　　  倉敷芸術学科大学　在学
 ●河原崎　里佳子　Kawarazaki Rikako
　　　　　 1987　兵庫県西脇市生まれ。
　　　　　大阪芸術大学芸術学部　版画コース　在学

上野隆史　展　

私の見る「ひと」の世界を想い描きました、
それは、アニメやゲームで見た理想の像と現実です。
幻想と現実の狭間を描き、展覧会を通して絵画と自分を表現します。( 上野 )

2 月 15 日（火）ー 2 月 20 日（日）　

１９８６年　兵庫県生まれ。
２００９年　京都造形芸術大学洋画コース卒業。
　活動歴
２００８年　Ｒａｉｎｂｏｗｓ２００８　グループ展　
                               海岸通りギャラリーＣＡＳＯ
２００８年　上野隆史油彩展　個展　ギャラリー恵風　　　　
　

岡本匡史　展　

降り注ぐ太陽の光はやわらかく、時間の流れはおそい
ここは私にとって月のような存在。
私の立つ場所、「ここ」をテーマに描きました（岡本）

2 月 15 日（火）ー 2 月 20 日（日）　

プロフィール　　 
２００８　　京都造形芸術大学　洋画コース卒業
２０１０　　個展（ギャラリー恵風）

中村晴信　展　
　　　

「自然のふところ」
現代という時代に人を確実に癒して元気にしてくれるのは、悲しいかな、
神が創造した自然の世界を体感することだとの思いに至っています。
今回の展示は、少し大作が多くなります。
二年前の作品よりも、心象風景の色合いが濃くなったように思います。

（中村）

2000  天象堂画廊 ( 浜松 ) で初個展

2 月 22 日（火）ー 2 月 27 日（日）　

2002  第四回天竜川絵画公募展市民賞
2005  第五回天竜川絵画公募展市民賞
2006  京都絵画まつり出品
2007  個展 ( 静岡  松坂屋 )
2008  個展 ( 京都  石田大成社ホール )
2009  個展 ( 京都  ギャラリー恵風 )  
　　　しんわ美術展奨励賞
2010  春・花を描く絵画展 ( 川口  そごう ) 
　　　 湖国を描く絵画展入選  
　　　 日本芸術センター公募展入選

地蔵　稔　展　 ーおはようー

恵風さんで二人展をやらせていただいたのはちょうど六年前、大雪の降る
寒い年で、恵風さんの看板の前に猫耳の雪ダルマを作って遊んだのを思い
出します。
絵は素晴らしいです。冬眠から覚めた私は絵で人と話したいと思いました。
そして自分や時代とも交わしたかったのです、挨拶を。( 地蔵 )

2 月 22 日（火）ー 2 月 27 日（日）　

2003 　大阪芸術大学環境計画学科卒
2001-04 建築・環境系のコンペ等に出品、一部受賞
2005 　二人展（ギャラリー恵風）
　　　　京都造形芸術大学院修士課程中退
2008　京都府美術工芸新鋭展京都美術ビエンナーレ
2009　昭和美術会展新人賞（京都市美術館）
2010　京展（京都市美術館）

FINE　 - Photo Exhibition - 　
写真が単純に視線の記録であるとしても、時にそれらは一つの群れと
なって、見る者の思考を脅かす。
果たして、５人 “five” の視線が交錯する先に浮かび上がる総体は、まっ
たくの “fine”＝健全であるといえるだろうか。( 青木 )

①青木勇人　京都大学法学部　４回生
　　　　　　京都・大阪の住宅地周辺を撮影。
②小川亮　　京都大学文学部　４回生　外に落ちていたモノを室内で、
　　　　　　カラーフィルムを使って撮影。

2 月 1 日（火）ー 2 月 6 日（日）　

③メメ　　　京都造形芸術大学　美術工芸学科３回生
　　　　　　「虚と実の間」、「日本」をキーワードに                   
　　　　　　作品を制作している。
④やぎみか　京都精華大学　
　　　　　　メディア造形学科版画コース ３回生
　「見て」いるけれど、「視て」いないものをテーマに制作。

⑤柳生顕代　　京都造形芸術大学　美術工芸学科３回生
　　各国を旅しながら、人間の動きや街と人間の距離感に 
　　注目し撮影する。今回は先月にパリ・ジュネーブの旅
　　で撮影した作品を発表する。

　
＜恵風企画＞　贈　展　

20 代の若手作家による、30×30×30cm の贈り物展です。バレンタインに、
進級祝いに、誕生日に、また日頃の感謝を込めて喜んでいただけるようなプレ
ゼント。心温まるアート作品を１万円以下の価格で展示即売致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■出品者氏名

2 月 8 日（火）ー 2 月 13 日（日）　

飯阪早乙理　 井上康子　岩永侑香里　宇都宮利佳　小川文子　
笠井遥　　河野季菜子　　下村麻衣奈　 新垣佳子　　新免泉
鈴木まどか　  砂原智　  滝野晶穂　  瀧本亜沙美　 竹村雪子　
田中亮登　 田辺桂　 中西菜津美　 ニエト・アルベルト　
平岩ともり　 福嶋梢　 藤信知子　 星野菜月　 本田春野　
本間加那江　 増田菜摘　 マツバラエリ　 三上景子


